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高富南地域は、市の南端に位置し、岐阜市

に接する人口約15,500人の地域です。 

地域内には、市役所をはじめ、様々な公共

施設がまとまって位置しており、本市の中

心的な役割を担っています。 

広域的な幹線道路である国道256号と主

要地方道関本巣線が交差する地域南部では、

市街地としての範囲（用途地域）が示され、

道路等の都市基盤の整備とともに宅地化や

人口集積が進んでいます。加えて、東海環状

自動車道インターチェンジの建設が予定さ

れていることもあり、一層の発展が期待され

ます。 

一方、自然的素材としては、鳥羽川、新川、

三田叉川等があり、これらに沿って美しい田

園風景が広がっています。 

 

土地利用状況 

面積、人口・世帯数の状況（H12） 

区 分 面積 人口 世帯数 

高富南地域 1,837 15,487 4,780 

市全体に占める割合 8.3 50.0 52.5 

（ 単位：ha、人、世帯、％ 資料：H15都市計画基礎調査）      

主要な公共公益施設 

区 分 名 称 

官公庁施設 

山県市役所、山県警察署、県政資料館、

山県消防本部・山県南消防署、高富郵便

局、有線テレビ局（CCY） 

文化・体育施設 
高富中央公民館、山県市総合運動場、高

富公民館、富岡公民館、梅原公民館 

福祉施設 

デイサービスセンターふれあい、高富老人

福祉センター、高富児童館、子どもげんき

はうす、ピッコロ寮育センター 

教育施設 
高富中学校、高富小学校、富岡小学校、

梅原小学校、はなぞの北幼稚園 

（ 単位：ha、％ 資料：H15都市計画基礎調査） 

区 分 面 積 割 合 

田 343 18.7 

畑 63 3.4 

採草放牧地 0 0.0 

山林 936 51.0 

原野 28 1.5 

水面・河川・水路 24 1.3 

道路用地 99 5.4 

鉄道用地 0 0.0 

住宅用地 191 10.4 

商業用地 32 1.7 

工業用地 23 1.3 

公園用地 5 0.3 

学校用地 9 0.5 

公共用地 16 0.9 

その他 67 3.6 

合 計 1,837 100 
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２－１ 地域の概況 

 

 

２－２ 地域づくりの目標 
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様々な面で波及効果が期待される東海

環状自動車道インターチェンジの建設が

予定される本地域では、旧来から有する地

理的、機能的な優位性と併せて、その特性

を総合的・効率的に活用したまちづくりを

進め、市の魅力を牽引できる「新たなまち

の顔」を創造します。 

 

 

 

 

 

◆東海環状自動車道インターチェンジの設置効果を活かした新しいまちの顔づくり 
 

◆市民の快適・利便な暮らしを支援する総合的な市街地環境づくり 
 

◆美しい田園風景と調和したゆとりと潤いのある地域づくり 
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高富南地域(中心市街地地域)の目標：人が行き交い、快適に暮らす魅力的なまちの顔づくり 

 

 

 
また、都市計画制度を活用したきめ細や

かな土地利用コントロールや、安全・利便

な都市基盤の整備、さらには商店街・地域

の創意を活かした取り組みを促進・支援し

ながら、商業、交流、居住等の場としてふ

さわしい良好な市街地環境づくりを進め

ます。 

さらに、その一方で、市街地周辺に広が

る田園風景や自然環境との調和を図り、ゆ

とりと潤いのある環境づくりに努めます。 

山県市役所 国道 256号沿道の街並み 市街地内の自然環境（新川） 

緑豊かな住宅団地 国道 256号バイパス 鳥羽川沿いの田園風景 
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２－２ 地域づくりの目標 
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国等の関係機関に働きかけ、東海環状

自動車道及び（仮称）山県インターチェ

ンジの早期整備を図ります。 

また、インターチェンジの設置効果を

活かしたまちづくりを進めることとし

て、地域とともに、鳥羽川以西を中心と

した「土地利用構想」を検討し、計画的

な基盤整備及び広域商業、情報発信、憩

い、居住等の複合的な機能の導入につい

て、可能性を探ります。 

なお、土地利用構想の検討にあたって

は、鳥羽川の改修、浄化センター（下水

処理場）設置等の周辺事業や道の駅等の

構想との連携のほか、市の発展に必要な

要素、インターチェンジ設置に伴う土地

需要の変化等を総合的に勘案するものと

します。 

 

国道 256 号や主要地方道関本巣線の

沿道では、地域中南部の市街地を中心と

して、大規模な商業施設、業務施設等の

立地が進んでおり、将来的にも、インタ

ーチェンジの設置に伴い、一層、この傾

向が強まることが予想されます。このた

め、賑わいの空間づくりとして、今後も、

幹線道路の交通利便性を活用した商業施

設等の立地を促進するものとし、特に、

国道 256 号と主要地方道関本巣線の交

差箇所一帯は、市の商業拠点として商業

集積の向上に努めます。 

また、市街地外の幹線道路沿道におい

ても、周辺の営農環境等に配慮しながら、

効率的な土地利用を図ります。 

 

旧来より、市の商業の中心としての役

割を担ってきた天王通り商店街を含む市

街地南部では、市内観光と連携した情報

発信の機能整備を図るほか、商店街・地

域の創意を活かした取り組みを基本とし

て、歩行者環境の改善や賑わい・ふれあ

いを演出する街並み・施設の整備等、買

い手と売り手、子どもから高齢者まで誰

もがふれあえるコミュニティ空間づくり

に努めます。 

なお、既存商店街の商業機能について

は、インターチェンジ周辺のまちづくり

等を考慮する中で、そのあり方を地域主

体で検討します。 

 

 

 

 

２－３ 地域整備の方針 

地域づくりの目標を踏まえ、本地域の整備

方針を７つの視点から整理します。 

 

≪高富南地域の地域整備の方針≫ 

⇒１．まちづくりプロジェクトの推進 

⇒２．賑わいと活力のある空間の形成 

⇒３．居住環境の充実 

⇒４．交通の利便性と快適性の向上 

⇒５．身近な自然の保全と活用 

⇒６．個性的な街並み・景観づくり 

⇒７．地域コミュニティの育成 

東海環状自動車道関広見インターチェン

ジから(仮称)高富インターチェンジまでの

区間の計画期間中の供用が見込まれてお

り、その開通効果の最大化を図ります。 

特に(仮称)高富インターチェンジの設置

効果を活かしたまちづくりとして、周辺地

域の住民、地権者、事業者等とともに、計

画的な都市基盤整備と、広域的な都市活動

機会及び需要に対応する多様な機能の導入

可能性を検討します。 

また、(仮称)高富インターチェンジ周辺

でも、特に既存市街地に隣接するエリアに

ついては、東海環状自動車道・(仮称)高富

インターチェンジの供用に伴う都市構造や

土地需要の変化、市役所周辺や既存の商業

集積地との連携を踏まえ、市の発展に必要

な要素等を総合的に勘案し、市域を越えた

広範な圏域の需要を対象とした高次都市機

能地区の形成を検討します。 

 

国道 256 号や主要地方道関本巣線の沿

道では、地域中南部の市街地を中心として、

大規模な商業施設、業務施設等の立地が進

んでおり、将来的にも、(仮称)高富インタ

ーチェンジの設置に伴い、一層、この傾向

が強まることが予想されます。このため、

賑わいの空間づくりとして、今後も、幹線

道路の交通利便性を活用した商業施設等の

立地を促進するものとし、特に、国道 256
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は、市の商業拠点として商業集積の向上に
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南部では、市内観光と連携した情報発信の

機能整備を図るほか、商店街・地域の創意

を活かした取り組みを基本として、歩行者

環境の改善や賑わい・ふれあいを演出する

街並み・施設の整備等、買い手と売り手、

子どもから高齢者まで誰もがふれあえるコ
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なお、既存商店街の商業機能については、

(仮称)高富インターチェンジ周辺のまちづ

くり等を考慮する中で、そのあり方を地域
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市街地東部の、岐阜市との境界に位置

する準工業地域指定地区では、市内に点

在する家内工業や、インターチェンジ設

置に伴う新たな工業、流通等の施設の受

け皿として活用を図るため、道路、情報

通信等の基盤整備により企業立地環境の

向上に努めます。 

 

市役所が位置する地域中央部では、浄

化センターの整備を図るとともに、地

域・市の内外を問わず、多くの人の様々

な交流が行われるよう、インターチェン

ジ周辺のまちづくりとの一体性にも留意

しつつ、新たな公共サービス機能、交流

機能の導入を検討します。 

 

 

宅地化が進んでいる地域中南部では、

市街地居住環境の保全・向上を図るため、

用途地域等により建築物の用途や形態の

コントロールを行います。 

一方、市街地の北側周辺についても、

インターチェンジ設置の影響を考慮し

て、用途地域、特定用途制限地域等の指

定を検討し、秩序ある宅地化を促進しま

す。 

また、都市基盤に関しては、公共下水

道事業の推進をはじめ、幹線道路へのア

クセス道路や狭小道路の改善、街区公園

等の都市公園の配置検討等を行い、生活

の利便性・快適性の向上に努めます。 

 

なお、都市基盤の整備・充実にあたっ

ては、地域住民の合意形成のもと、土地

区画整理事業や地区計画制度等の都市計

画手法の活用を検討します。特に、都市

計画道路の整備を予定する地区では、土

地区画整理事業等による一体的な整備の

可能性について調査・検討を行います。 

 

地域の北部や西部に分布する既存集落

については、周辺の農地や山林との調和

に留意しながら、生活道路の改善等、都

市基盤の充実に努めるとともに、地域住

民と連携した公園の適正管理や環境美化

等の取り組みを進めます。 

また、こうした地域での生活排水に関

しては、農業集落排水事業での対応が主

であるため、今後は、供用区域での加入

率向上を図り、生活環境の向上と農業用

水の水質保全に努めます。 

 

本地域では、鳥羽川等の流下能力の関

係から、地域南部での浸水の被害が懸念

されています。このため、多雨・増水時

に備え、鳥羽川の早期改修や雨水排水施

設の整備、流域の開発指導等に努めます。 

また、市街地の周辺では、急傾斜地崩

壊危険区域や砂防指定地が広く分布して

いることから、砂防・治山事業の促進を

図るとともに、対策が取られていない箇

所での開発規制、住宅移転の促進等に努

めます。 

（→次頁に続く） 

 

市街地東部の、岐阜市との境界に位置す

る準工業地域指定地区では、市内に点在す

る家内工業や、東海環状自動車道のネット

ワーク機能を活かした新たな工業、流通等

の施設の受け皿として活用を図るため、道

路、情報通信等の基盤整備により企業立地

環境の向上に努めます。 

 

市役所が位置する地域中央部では、高富

浄化センターの整備をはじめとする都市基

盤の充実のほか、地域・市の内外を問わず、

多くの人の様々な交流が行われるよう、(仮

称)高富インターチェンジ周辺のまちづく

りとの一体性にも留意しつつ、新たな公共

サービス機能、交流機能の導入を検討しま

す。 

 

 

宅地化が進んでいる地域中南部では、市

街地居住環境の保全・向上を図るため、用

途地域等により建築物の用途や形態のコン

トロールを行います。 

一方、市街地の北側周辺についても、(仮

称)高富インターチェンジ設置の影響を考

慮して、用途地域等の指定を検討し、秩序

ある宅地化を促進します。 

また、都市基盤に関しては、公共下水道

事業の推進をはじめ、幹線道路へのアクセ

ス道路や狭小道路の改善、街区公園等の都

市公園の配置検討等を行い、生活の利便

性・快適性の向上に努めます。 

 

なお、都市基盤の整備・充実にあたって

は、地域住民の合意形成のもと、土地区画

整理事業や地区計画制度等の都市計画手法

の活用を検討します。特に、都市計画道路

の整備を予定する地区では、土地区画整理

事業等による一体的な整備の可能性につい

て調査・検討を行います。 

 

地域の北部や西部に分布する既存集落に

ついては、周辺の農地や山林との調和に留

意しながら、生活道路の改善等、都市基盤

の充実に努めるとともに、地域住民と連携

した公園の適正管理や環境美化等の取り組

みを進めます。 

また、こうした地域での生活排水に関し

ては、農業集落排水事業での対応が主であ

るため、今後は、供用区域での加入率向上

を図り、生活環境の向上と農業用水の水質

保全に努めます。 

 

本地域では、鳥羽川等の流下能力の関係

から、地域南部での浸水の被害が懸念され

ています。このため、多雨・増水時に備え、

鳥羽川の早期改修や雨水排水施設の整備、

流域の開発指導等に努めます。 

また、市街地の周辺では、急傾斜地崩壊

危険区域や砂防指定地が広く分布している

ことから、砂防・治山事業の促進を図ると

ともに、対策が取られていない箇所での開

発規制、住宅移転の促進等に努めます。 

（→次頁に続く） 
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木造建築物が密集している商店街等で

は、地域主体の取り組みを支援し、建替

えと併せたオープンスペースの確保や、

狭小道路の改善等により、防災性の向上

に努めます。 

さらに、高富小学校等の災害時に拠点

となる施設の補強や防災資機材の充実に

努めるとともに、自主防災組織の活性化

を促進するなど、総合的に地域防災体制

を整えていきます。 

 

 

東海環状自動車道の整備を促進しま

す。 

また、市街地内の渋滞解消や生活・交

流の利便性向上を図るため、東海環状自

動車道インターチェンジを基点とした放

射・環状の幹線道路網づくりを基本に、

国道 256 号バイパスの全線開通、主要地

方道関本巣線や国道 256 号の都市計画

決定区間の優先的な改良、都市計画道路

犂森線の整備等を進めます。 

さらに、東海環状自動車道の整備に併

せた周辺環境整備として、道路交通情報

や地域の情報・文化をＰＲする道の駅等

の設置を検討するほか、地域分断に対応

した側道整備、桁下空間の修景・緑化等

に努めます。 

 

市街地や既存集落における生活道路の

拡幅・改良については、地域の協力を得

ながら計画的に進めます。 

特に、通学路や公共施設周辺の道路は、

歩行者の利用に配慮するものとし、歩行

上の問題点が多い市街地内では、「あんし

ん歩行エリア」を設定のもと、重点的な

歩行環境整備を進めます。 

また、鳥羽川の堤防を活かしたサイク

リングロードの整備を促進し、集客・交

流等に向けた歩行者ネットワークの充実

に努めます。 

公共交通に関しては、東海環状自動車

道の整備に併せた都市間高速バスの誘致

を図るほか、地域内交通の利便性向上に

向け、パーク＆バスライドやバスターミ

ナルの機能充実について検討します。 

 

 

市街地周辺に分布する農地や森林は、

緑に覆われた快適な生活環境を維持する

ため、保全・管理に努めます。 

特に、本地域では、インターチェンジ

設置に伴い、農地や森林から宅地への土

地利用転換が進むことが予想されるた

め、インターチェンジ周辺の森林等は、

風致地区等の指定を検討のもと、計画的

な保全に努めます。 

また、山地周辺では、有害鳥獣による

被害抑制方策についての検討も行いま

す。 

 

木造建築物が密集している商店街等で

は、地域主体の取り組みを支援し、建替え

と併せたオープンスペースの確保や、狭小

道路の改善等により、防災性の向上に努め

ます。 

さらに、高富小学校等の災害時に拠点と

なる施設の補強や防災資機材の充実に努め

るとともに、自主防災組織の活性化を促進

するなど、総合的に地域防災体制を整えて

いきます。 

 

 

東海環状自動車道の整備を促進するとと

もに、その整備効果を地域の生活・交流の

利便性向上に波及させるため、(仮称)高富

インターチェンジを基点とした放射・環状

の幹線道路網の構築を図るものとし、国道

256 号バイパスの全線開通、主要地方道関

本巣線や国道 256 号の都市計画決定区間

の優先的な改良等を進めます。 

また、(仮称)高富インターチェンジの供

用によって、新たな土地需要が想定される

地域や、国道 256 号をはじめとする幹線

道路沿道において、その交通利便性を活用

した計画的な開発・規制誘導を検討します。 

さらに、東海環状自動車道の周辺環境整

備として、道路交通情報や地域の情報・文

化をＰＲする地域交流施設等の設置を検討

するほか、地域分断に対応した側道整備、

桁下空間の修景・緑化等に努めます。 

 

市街地や既存集落における生活道路の拡

幅・改良については、地域の協力を得なが

ら計画的に進めます。 

特に、通学路や公共施設周辺の道路は、

歩行者の利用に配慮するものとし、歩行上

の問題点が多い市街地内では、「あんしん歩

行エリア」を設定のもと、重点的な歩行環

境整備を進めます。 

また、鳥羽川の堤防を活かしたサイクリ

ングロードの整備を促進し、集客・交流等

に向けた歩行者ネットワークの充実に努め

ます。 

公共交通に関しては、東海環状自動車道

の整備に併せた都市間高速バスの誘致を図

るほか、地域内交通の利便性向上に向け、

パーク＆バスライドやバスターミナルの整

備を推進します。 

 

 

市街地周辺に分布する農地や森林は、緑

に覆われた快適な生活環境を維持するた

め、保全・管理に努めます。 

特に、本地域では、(仮称)高富インターチ

ェンジ設置に伴い、農地や森林から宅地へ

の土地利用転換が進むことが予想されるた

め、同インターチェンジ周辺の森林等は、

風致地区等の指定を検討のもと、計画的な

保全に努めます。 

また、山地周辺では、有害鳥獣による被

害抑制方策についての検討も行います。 
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地域を代表する河川である鳥羽川につ

いては、生活排水対策や、多自然型工法

による河川改修等により、自然・生態系

の保全・復元に努めます。 

また、随所で親水公園の整備を検討す

るほか、地域と連携した植栽や継続的な

管理を促進し、美しい水辺風景を眺めた

り、水遊びができる、親しみやすい川の

実現に努めます。 

一方、本地域は、高富中学校校歌の一

節にもあるように、ホタルとの関わりは

深いものがありますが、以前に比べてそ

の数は激減しています。このため、環境

保全に対する住民意識の高揚を図り、地

域主体のホタル保護・育成活動を促進す

ることにより、ホタルの里としての活性

化を目指します。 

 

 

国道 256 号バイパスは、「新しい山県

の顔」づくりを牽引する景観の軸として

の位置づけ、道路整備に併せて街路樹の

設置を図るとともに、特徴的な案内板や

ファニチャー類の設置、官公庁施設や商

業施設を含めた沿道建築物のデザインコ

ントロール等、総合的な取組みを検討し、

誰もが利用してみたくなるシンボル的な

街並みの実現を目指します。 

 

住宅地としての一体的開発を行う場合

は、地域住民の合意形成のもと、地区計

画、緑地協定等の活用による、住み心地

の良い街並みづくりを検討します。 

一方、大規模工場や工業地では、工場

の敷地外周での緑化を促進するなど、周

辺環境と調和した景観形成を誘導しま

す。 

また、既存商店街においては、空間の

連続性・個性に配慮した街並みづくりに

ついて、地域主体の取り組みを促進・支

援します。 

 

 

コミュニティは、市民の暮らしを支え

る重要な役割を担っていますが、本地域

では、市外から移り住む人が多く、新旧

住民の意識の差を是正することが重要な

課題といえます。 

このため、インターチェンジ周辺や天

王商店街のあり方等を地域で考えるまち

づくり会議の開催を促進・支援するとと

もに、鳥羽川の環境美化、高富まつり等

の地域が主体となった活動を通じて、地

域コミュニティの育成に努めます。 

また、地域住民のふれあいの場として、

地区公民館の充実や、既存公共施設の有

効活用について検討を行います。 

 

地域を代表する河川である鳥羽川につ

いては、生活排水対策や、多自然型工法

による河川改修等により、自然・生態系

の保全・復元に努めます。 

また、随所で親水公園の整備を検討す

るほか、地域と連携した植栽や継続的な

管理を促進し、美しい水辺風景を眺めた

り、水遊びができる、親しみやすい川の

実現に努めます。 

一方、本地域は、高富中学校校歌の一

節にもあるように、ホタルとの関わりは

深いものがありますが、以前に比べてそ

の数は激減しています。このため、環境

保全に対する住民意識の高揚を図り、地

域主体のホタル保護・育成活動を促進す

ることにより、ホタルの里としての活性

化を目指します。 

 

 

国道 256 号バイパスは、「新しい山県

の顔」づくりを牽引する景観の軸として

の位置づけ、道路整備に併せて街路樹の

設置を図るとともに、特徴的な案内板や

ファニチャー類の設置、官公庁施設や商

業施設を含めた沿道建築物のデザインコ

ントロール等、総合的な取組みを検討し、

誰もが利用してみたくなるシンボル的な

街並みの実現を目指します。 

 

住宅地としての一体的開発を行う場合

は、地域住民の合意形成のもと、地区計

画、緑地協定等の活用による、住み心地

の良い街並みづくりを検討します。 

一方、大規模工場や工業地では、工場

の敷地外周での緑化を促進するなど、周

辺環境と調和した景観形成を誘導しま

す。 

また、既存商店街においては、空間の

連続性・個性に配慮した街並みづくりに

ついて、地域主体の取り組みを促進・支

援します。 

 

 

コミュニティは、市民の暮らしを支え

る重要な役割を担っていますが、本地域

では、市外から移り住む人が多く、新旧

住民の意識の差を是正することが重要な

課題といえます。 

このため、(仮称)高富インターチェンジ

周辺や天王商店街のあり方等を地域で考

えるまちづくり会議の開催を促進・支援

するとともに、鳥羽川の環境美化、高富

まつり等の地域が主体となった活動を通

じて、地域コミュニティの育成に努めま

す。 

また、地域住民のふれあいの場として、

地区公民館の充実や、既存公共施設の有

効活用について検討を行います。 
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整備方針 主要な事業・施策 実施主体 
実施時期の見通し 

備考 
短期 中期 構想 

１．まちづくりプロジェクト
の推進 

①インターチェンジ周辺整
備構想の検討 

市、地域 ○ ⇒  
H16策定の基本計画の見直しから着
手。 

２．賑わいと活力のある
空間の形成 

①天王通り周辺環境整備
の検討 

地域、市 ○ ⇒  
住宅地への転換検討を含む地域主体の
活動 

②企業立地環境整備事業 市   ○  

③地域資源ＰＲ事業 地域、市 ○ ⇒  白山神社等 

３．居住環境の充実 

①用途地域、特定用途制
限地域等の指定の検討 

市  ○  
ＩＣ周辺を中心とした市街地以北を対象。
基本的にはI.C.設置と同時に指定。 

②土地区画整理事業、都
市公園配置の検討 

市、地域   ○ 都市計画道路の整備に併せた検討 

③公共下水道事業 市 ○ ⇒  浄化センターの整備等 

④鳥羽川河川改修 県 ○ ⇒  親水公園の整備を含む。 

⑤砂防・治山事業 県   ○ 随時実施 

⑥建物密集対策の検討 地域、市 ○ ⇒  天王通り商店街等 

⑦公共施設の地域管理 地域、市 ○ ⇒  
アダプトプログラムの適用も含めた取り
組み 

⑧地域防災活動の促進 地域、市 ○ ⇒  防災会議、危険箇所把握等 

４．交通の利便性と快適
性の向上 

①東海環状自動車道整備
事業 

国 ○ ⇒  関市内美濃関側JCTから順次整備 

②国道256号バイパス整備
事業 

県 ○ ⇒  (都)岐阜駅高富線の市役所以北区間 

③主要地方道関本巣線整
備事業 

県 ○ ⇒  
重点的に整備を進める区間：(都)本町森
線 

④主要地方道関本巣線整
備事業 

県   ○ 
重点的に整備を進める区間：(都)和合松
井戸尻線 

⑤地域間連絡道路整備事
業 

市 ○ ⇒  
(都)犂森線、農免道路（市役所北部）、
ふるさと林道高田斧田線等 

⑥あんしん歩行エリア内交
通完全対策事業 

市 ○ ⇒  
新川、石田川、中濃用水に囲まれた区
域。計画は地域主体 

⑦鳥羽川サイクリングロー
ド整備事業 

県、市  ○  地域内の全区間 

⑧道の駅の設置検討 県、市   ○ I.C.設置関連。 

５．身近な自然の保全と
活用 

①風致地区の指定検討 市または県  ○  
ＩＣ周辺。基本的にＩＣ設置と同時期に指
定 

②ホタルの里づくり 地域 ○ ⇒  石田川、中濃用水等 

６．個性的な街並み・景
観づくり 

①シンボル景観整備事業 市、地域 ○ ⇒  
国道256号バイパス。沿道設備・建築物
の整備誘導を含む。 

②景観コントロール方策の
検討 

市、地域 ○ ⇒  景観法の活用も視野に入れて検討 

７．地域コミュニティの育
成 

①地域活動の促進 地域、市 ○ ⇒  
ＩＣ周辺のまちづくり会議の開催、地域主
体の観光活動等 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備方針 主要な事業・施策 実施主体 
実施時期の見通し 

備考 
短期 中期 構想 

１．まちづくりプロジェクト
の推進 

①インターチェンジ周辺整
備の検討 

市、地域 ○ ⇒  
H16策定の基本計画の見直しから着
手。 

２．賑わいと活力のある
空間の形成 

①天王通り周辺環境整備
の検討 

地域、市 ○ ⇒  
住宅地への転換検討を含む地域主体の
活動 

②企業立地環境整備事業 市   ○  

③地域資源ＰＲ事業 地域、市 ○ ⇒  白山神社等 

３．居住環境の充実 

①用途地域の指定等 市  ○  
ＩＣ周辺を中心とした市街地以北を対象。
(仮称)高富ＩＣ供用開始に合わせ指定 

②土地区画整理事業、都
市公園配置の検討 

市、地域   ○ 都市計画道路の整備に併せた検討 

③公共下水道事業 市 ○ ⇒  浄化センターの整備等 

④鳥羽川河川改修 県 ○ ⇒  親水公園の整備を含む。 

⑤砂防・治山事業 県   ○ 随時実施 

⑥建物密集対策の検討 地域、市 ○ ⇒  天王通り商店街等 

⑦公共施設の地域管理 地域、市 ○ ⇒  
アダプトプログラムの適用も含めた取り
組み 

⑧地域防災活動の促進 地域、市 ○ ⇒  防災会議、危険箇所把握等 

４．交通の利便性と快適
性の向上 

①東海環状自動車道整備
事業 

国 ○ ⇒  関市内美濃関側JCTから順次整備 

②国道256号バイパス整備
事業 

県 ○ ⇒  (都)岐阜駅高富線の市役所以北区間 

③主要地方道関本巣線整
備事業 

県 ○ ⇒  
重点的に整備を進める区間：(都)本町森
線 

④主要地方道関本巣線整
備事業 

県   ○ 
重点的に整備を進める区間：(都)和合松
井戸尻線 

⑤地域間連絡道路整備事
業 

市 ○ ⇒  
(都)犂森線、農免道路（市役所北部）、
ふるさと林道高田斧田線等 

⑥あんしん歩行エリア内交
通完全対策事業 

市 ○ ⇒  
新川、石田川、中濃用水に囲まれた区
域。計画は地域主体 

⑦鳥羽川サイクリングロー
ド整備事業 

県、市  ○  地域内の全区間 

⑧地域交流施設の検討 県、市   ○ 
交通結節点機能との相互連携を踏まえ
た配置 

⑨バスターミナル整備事業 市  ○  
岐阜都市圏におけるバス路線の再編と
併せた交通結節点の配置・整備 

５．身近な自然の保全と
活用 

①風致地区の指定検討 市または県  ○  
ＩＣ周辺。基本的にＩＣ設置と同時期に指
定 

②ホタルの里づくり 地域 ○ ⇒  石田川、中濃用水等 

６．個性的な街並み・景
観づくり 

①シンボル景観整備事業 市、地域 ○ ⇒  
国道256号バイパス。沿道設備・建築物
の整備誘導を含む。 

②景観コントロール方策の
検討 

市、地域 ○ ⇒  景観法の活用も視野に入れて検討 

７．地域コミュニティの育
成 

①地域活動の促進 地域、市 ○ ⇒  
ＩＣ周辺のまちづくり会議の開催、地域主
体の観光活動等 

 

 ：概ね 5年以内に着手      ：概ね 10年以内に着手      ：着手時期未定      ：継続 短期 中期 構想 ⇒ 

２－４ 地域の主要施策 

高富南地域における地域づくりの主要施

策としては、次のようなものが挙げられま

す。 

 

 

なお、ここで示す施策は、まちづくり

に関しての主要なものであり、すべての

施策を網羅するものではありません。 

２－４ 地域の主要施策 

高富南地域における地域づくりの主要施

策としては、次のようなものが挙げられま

す。 

 

 

なお、ここで示す施策は、まちづくり

に関しての主要なものであり、すべての

施策を網羅するものではありません。 

 ：概ね 5年以内に着手      ：概ね 10年以内に着手      ：着手時期未定      ：継続 短期 中期 構想 ⇒ 
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②インターチェンジ周辺
・沿道地区 

③既存集落地区 
 

④拠点的公共施設地区 

⑤公園・レクリエーション
地区 

⑥道路・交通施設用地 

①農業地区 

②森林地区 

③環境保全型森林地区 

④河川・水面地 

無秩序な宅地化を抑制しながら、その交通
利便性等を活かした土地利用を進める地区 

営農環境等との調和に留意しながら居住環
境の充実を図る地区 

行政サービスや地域の交流の拠点として活
用・整備を図る地区 

週末レクリエーションや市の個性のＰＲに
資する土地利用を図る地区 

計画的な道路用地の確保と維持・管理 

農業生産の場、水害緩和要素、景観要素等
として、保全・管理を図る地区 

木材生産の場、まちの背景等として、保全
・管理を図る地区 

公益的機能の高い森林（保安林等）の保全
・整備を図る地区 

レクリエーション、水害緩和等に配慮した
保全・整備 

住居系 
利用地区 

商業系 
利用地区 

工業系 
利用地区 

低層住宅地 

一般住宅地 

商業地 

沿道複合地 

工業地 

住工共存地 

低層住宅を中心に誘導する地区 

住宅を中心としながら、その他施設の立地
もある程度許容する地区 

商業施設の維持・集積を誘導する地区 

車利用に対応した沿道型の施設等を誘導す
る地区 

工業、物流関連の施設を中心に誘導する地区 

住宅と工業施設の共存を図る地区 
①市街地 

都
市
型
の
土
地
利
用 
自
然
型
の
土
地
利
用 

≪土地利用の区分≫ ≪規制・誘導の方針≫ 

２－５ 土地利用の方針 
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